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が 8 mg/mL以上の株にのみ共通して，555番目の glycineが glutamic acid：G555E，
557 番目の tyrosine が histidine：Y557H の二つのアミノ酸変異があった．感性株に
G555Eアミノ酸変異だけを生じさせた株は，CTXのMICが 1 mg/mLまでしか上昇せ
ず，G555Eと Y557Hの 2点変異を生じさせた株は，8 mg/mLまで上昇した．また，
両変異がある非感性株の 555番目の glutamic acidが glycineに戻った株は，MICが 1 
mg/mL に低下した． 
 PFGE解析では，11月に分離された 18株のうち，CTX非感性の 3株は同じパター
ンを示し，それ以外の 15株は 2 パターンで検出された．また CTX非感性の 16-11株




 CTXのMICを非感性と判断される 4 mg/mL以上に上昇させるには，PBP3のG555E
と Y557H の両アミノ酸変異必要だと考えた．また，CTX 非感性の 3 株が同じ PFGE
パターンであり，同一株の可能性があると考えた．更に，異なる PFGEパターンの CTX
非感性の 2株が，同じ ftsI遺伝子配列だったことから，菌そのものの伝播だけでなく，
ftsI遺伝子の水平伝播も起こっていた可能性があると考えた． 
 
結論： 
PBP3のアミノ酸変異G555EおよびY557Hが，H. influenzaeのCTXのMICを非感性
レベルに上昇させる要因であることを，初めて見出した．また，CTX非感性株が患者間
で伝播していること，および変異ftsI遺伝子がH. influenzae内で水平伝播している可能
性を見出し，施設内での耐性菌の伝播予防が重要であることを示した． 
